
■アンダージュニア の選手手帳について 愛知県ボクシング連盟   18.08.16 作成

※実戦競技に出場するためには、選手手帳の下記必要事項を、全て満たす必要があります。
   選手だけでなく、指導者及び保護者が十分に理解し、準備をしてください。

ページ数

・顔写真が貼ってあること。 表紙

・演技競技認定証明書に記入してあること。 表紙裏面

・都道府県連盟の欄は、県連で捺印をします。

・氏名、生年月日、学校名など、全て記入してあること。 0

・選手登録番号の欄に、本年度の登録番号が記入してあること。

・県連印があること。 （年度初めの競技参加時、手帳を回収した際に押印します。）

実戦競技参加申込書が全て記入してあること。指導者・保護者の署名捺印があること。 3

・頭部CTスキャン又はMRIを受診し、医師による結果の記入と、署名捺印があること。 12

・胸部レントゲン・心電図を受診し、医師による結果の記入と、署名捺印があること。 14～15

  ※節目に受診が必要です。節目とは、実戦競技開始時、中学校進学時 のことを言います。

・健康診断を受診し、医師による結果の記入と、署名捺印があること。 16～27

・県連責任者の署名捺印があること。（年度初めの競技参加時、手帳を回収した際に押印します。）

  ※実戦競技に参加する場合は、毎年受診が必要です。推奨項目は任意です。

・承諾書欄への記入、保護者・指導者の署名捺印があること。 28～45

  ※大会期間中は、検診・計量を行う都度、承諾書欄への記入が必要です。

  ※ページに限りがあります。記入するページが年度内に無くなる可能性がある場合は、

     年度初めの選手登録時に、手帳の新規購入をしてください。年度の途中で申請すると、

     試合に間に合わなくなることがあります。

必要事項


